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心
は
ひ
と
つ

町
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

小
野
町
消
防
団
春
季
検
閲
式

　

平
成
23
年
度
小
野
町
消
防
団
春
季

検
閲
式
が
４
月
24
日
、
多
目
的
研
修

集
会
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

統
監
で
あ
る
町
長
の
検
閲
開
始
の

号
令
の
後
、
ラ
ッ
パ
隊
、
第
１
中
隊

か
ら
第
３
中
隊
の
順
で
行
わ
れ
た
通

常
点
検
で
は
、
団
員
一
人
一
人
が
真

剣
な
表
情
で
取
り
組
み
、
日
頃
か
ら

の
士
気
の
高
さ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
の
講
評
訓
示
で
は
、「
今

回
の
震
災
被
害
時
に
お
け
る
懸
命
な

活
動
に
対
し
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
各
分
団
、
各
班
に
お

い
て
、
機
材
器
具
の
点
検
整
備
、
技

術
練
磨
に
心
掛
け
ら
れ
る
よ
う
期
待

し
ま
す
」と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
表
彰
お
よ
び
感
謝
状
の

贈
呈
と
来
賓
の
方
々
に
よ
る
祝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
施
設
敷
地
と
し
て
貴

重
な
土
地
を
町
に
ご
寄
付
い
た
だ
い

た
、
根
本
武
典
さ
ん(

夏
井)

と
宗
方

國
男
さ
ん(

湯
沢)

に
感
謝
状
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
消
防
施
設
敷
地
ご
寄
付
に
対
す
る

　

感
謝
状
贈
呈
者　
　
　
（
敬
称
略
）

　

根
本　

武
典

　
（
大
字
夏
井
字
高
屋
敷
地
内
防
水
槽
敷
地
）

　

宗
方　

國
男

　
（
大
字
湯
沢
字
仲
平
地
内
消
防
ポ
ン
プ
置
場
敷
地
）

■
退
職
消
防
団
幹
部
感
謝
状
贈
呈
者

（
敬
称
略
）

　

前
第
３
分
団
長

　
　
　
　
　

先
崎　

順
治（
皮
籠
石
）

　

前
第
５
分
団
長

　
　
　
　
　

遠
藤　

彰
一（
浮　

金
）

　

元
第
６
副
分
団
長

　
　
　
　
　

佐
藤　

巳
吉（
湯　

沢
）

　

元
第
２
分
団
１
班
長

　
　
　
　
　

佐
藤　

幸
弘（
荒　

町
）

　

元
第
４
分
団
１
班
長

　
　
　
　
　

村
上　

信
隆（
飯
豊
上
）

　

元
第
４
分
団
３
班
長

　
　
　
　
　

宗
像　

幸
孝（
飯
豊
中
）

　

元
第
４
分
団
５
班
長

　
　
　
　
　

柏
原　

憲
彦（
小
戸
神
）

　

前
第
５
分
団
５
班
長

　
　
　
　
　

石
井　

隆
雄（
浮　

金
）

■
退
職
消
防
団
消
防
庁
長
官（
銀
杯
）

　

受
賞
者　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

元
団
長　

亀
田　

憲
弘（
平　

舘
）

　
元
副
団
長　

宗
方　
　

一（
夏　

井
）

　

元
第
４
分
団
１
班
長

　
　
　
　
　

吉
田　

行
男（
飯
豊
上
）

　

元
第
７
分
団
３
班
長

　
　
　
　
　

小
野　

康
弘（
上
羽
出
庭
）

検閲式の様子


